
（様式１）

①学校名： ②所在地：

③課程名：
④正規課程／履
修証明プログラ
ム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩４テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 180時間
⑱要件該当授
業時数：

180時間
該当
要件

２，３，４

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：
㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人が受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

西南女学院大学 福岡県北九州市小倉北区井堀一丁目3-5

西南女学院大学看護キャリア支援センター
認定看護管理者教育課程セカンドレベル 履修証明プログラム 2010年9月3日

（ＵＲＬ）http://www.seinan-jo.ac.jp/

1．組織の理念と看護部門の理念の整合性を図りながら担当部署の目標を設定し、達成に向けた看護管理課
程を展開できる。
２．保健・医療・福祉サービスを提供するための質管理ができる。

6教科目において、規定時間の5分の4以上の出席を要し、教科目ごとに課題に基づくレポートを提
出。レポートは評価基準による評価でC以上であること。

履修証明書（学校教育法第105条に基づくもの）

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

100%

各科目の課題レポート（及び出席状況）を審査し、合格（評価基準：A（80点以上）、B（79～70点）、
C（69～60点））した場合に修了とする。

西南女学院大学　看護キャリア支援センター　認定看護管理者教育課程セカンドレベル

日本看護協会認定看護管理者の規定に基づき自己評価。受講生による講義評価及びアンケート評
価。それぞれの結果について教育運営委員会において検討する。

修了１年後にアンケート調査を行い、職位の変化、次のステップへの考えや行動について、
実践にどう活用しているか等を把握する

（教育課程の編成）
公益社団法人日本看護協会の制度委員会による定期的な審査及び視察。

（自己点検・評価）
本学外の病院看護部責任者（組織の代表としてではなく、個人資格である認定看護管理者を取得し
ている者）を含む教育運営委員会の設置。

金曜日、土曜日、祝祭日を中心にした日程で開講

看護管理者として基本的責務を遂行するために必要な知識・技術・態度を習得する。

無

日本国の看護師免許を有する者で、看護師免許取得後、実務経
験が通算5年以上ある者。さらに認定看護管理者ファーストレベ
ル教育課程を修了している者。または看護部長相当の職位にあ
る者、もしくは副看護部長相当の職位に1年以上就いている者。

　　看護職者（保健師、助産師、看護師）

（身に付けられる知識、技術、技能）
看護管理に関する基本的な知識・技術・態度

（得られる能力）
コミュニケーション、リーダーシップ、動機づけと育
成、情報収集・処理、組織変革、自己革新、看護
管理課程が展開できる等の能力

看護キャリア支援センター
センター長　　　大嶋 満須美

40名 5ヶ月


